
　
社
会
基
本
法
第
２
条
に
よ
る
と
、
男

女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、社

会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

共
に
責
任
を
負
う
べ
き
社
会
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。
菊
川
市
で
は
、
第
４
次

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
こ
の
考
え
方

を
基
本
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

事
業
所
と
し
て
の
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
市
役
所
の
取
り
組
み
は
。

市
役
所
で
は
、
出
産
や
育
児
の
際

に
利
用
で
き
る
休
暇
制
度
等
を
ま
と
め

た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
周
知
を

し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
は
出
産
に
と

も
な
う
離
職
は
な
く
、
男
性
職
員
の
育

児
休
業
取
得
率
も
伸
び
て
き
て
い
る
。

地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
で
、
地
域
活
動
や
地
域
づ
く

り
の
プ
ロ
セ
ス
に
女
性
の
意
見
を
取
り

入
れ
反
映
で
き
る
体
制
の
構
築
、
特
に

自
治
会
へ
の
参
画
の
推
進
に
関
す
る
施

策
は
。連

合
自
治
会
組
織
へ
の
女
性
の
起

用
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

す
る
。固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
や

性
差
に
関
す
る
固
定
観
念
、
無
意
識
の

思
い
込
み
（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア

ス
）
を
な
く
す
た
め
の
事
業
は
。

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
、
性

教
育
を
小
学
校
や
中
学
校
の
保
健
の
授

業
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
思
春
期
に

お
け
る
性
意
識
の
変
化
と
性
に
関
す
る

適
切
な
態
度
や
行
動
の
選
択
な
ど
、
自

ら
考
え
判
断
す
る
意
思
決
定
の
力
を
育

ん
で
い
る
。

　
交
通
安
全
対
策
は
様
々
な
機
関
が
関

係
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
を
一

元
化
し
て
、最
適
な
対
策
・
対
応
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

仮
称
「
菊
川
市
通
学
路
危
険
個
所

マ
ッ
プ
」の
公
表
や「
要
対
策
箇
所
整
備

進
捗
リ
ス
ト
」
を
学
校
ご
と
で
活
用
で

き
て
い
る
か
な
ど
取
り
組
み
の
現
状
は
。

毎
年
度
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全

対
策
検
討
会
の
結
果
に
基
づ
き
関
係
部

署
と
通
学
路
点
検
箇
所
の
公
表
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
お
り
、
先
進
地

事
例
を
参
考
に
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
各
学
校
で
は
リ
ス
ト
で
は
な
く
通
学

路
安
全
対
策
調
査
表
に
よ
り
自
治
会
長

や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に
連
絡
す
る
こ
と

や
、
危
険
個
所
を
児
童
生
徒
に
直
接
指

導
す
る
た
め
に
活
用
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
情
報
で
は
、
交
通

事
故
死
者
数
全
体
の
約
半
分
が
歩
行
中

や
自
転
車
乗
用
中
で
、
さ
ら
に
そ
の
半

数
が
自
宅
か
ら
５
０
０
ｍ
以
内
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
自
動
車
の
速
度
が
時

速
30
㎞
以
下
の
場
合
、
死
亡
事
故
の
確

率
は
４
分
の
１
に
大
幅
に
減
少
し
て
い

る
。
現
状
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
通
り

抜
け
が
行
わ
れ
る
危
険
な
生
活
道
路
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
最
高
時
速
30
㎞

の
区
域
制
限
を
設
定
し
て
い
く
こ
と
を

地
域
と
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

通
り
抜
け
が
行
わ
れ
て
い
る
危
険

な
生
活
道
路
が
あ
る
場
合
は
、
自
治
会

か
ら
地
域
支
援
課
へ
情
報
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
地
域
と
市
、
交
通

規
制
を
行
う
警
察
で
現
状
を
確
認
し
な

が
ら
必
要
な
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

　
他
に
「
防
災
力
向
上
と
懸
念
事
項
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
の
更
な
る
推
進
に
つ
い
て

坪
井　
仲
治
（
み
ど
り
21
）

地
域
の
交
通
安
全
の
取
組
み

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）
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